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移植皮膚に於ける皮膚機能回復に関する実験的研究
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皮膚移植術後の移植皮膚に関する研究は古来極めて多く行われ，その報告は枚挙に逗ない程
ではあるが主力は移植皮膚生着の成否に向けられ，既に生着せる皮膚そのものの観察は比較的
少い。皮膚移植術当面の目的が何であれ結局は移植皮膚が正常皮膚と同様の機能を営むに至っ
て初めて終局の目的は達せられたというべきであり，我々は移植皮膚の機能回復について大な
る関心を持つものであるO
この方面に関する研究も勿論少くばなく或は神経機能回復即ち知覚回復くりくり例的に関し，或
は毛髪成長に関しめ，或は発汗機能回復くめく叫に関しでなどそれぞれの問題については取り上げ
られ論議されて来ているO 叉一方形態学的に神経再生の問題。8〉，血管再生の問題く2fi)(27)(2f!)につ
いて屯考究されているO 移植皮膚を綜合的に観察し皮膚としての生理的機能を営む時期を決定
し，後療法中に正常皮膚として取扱い種種なる負荷を及ぼし得べき時期判定の参考に資するこ
『
とは，実地臨床上甚だ重要な事項に属するがしかしこの試みは遂に見なし、。この点に鑑みて家
兎を用い実験的に皮膚移植を行L、移植皮膚について後述の如き皮膚機能検査を行った。
1.皮膚膨穆吸収試験 てはほぼ一定の室温の下に行い，触診によりその高
実験方法 さが周囲と同じになる時間を以って吸収時間とし
白色成熟家兎，体重 2kg前後のものを用い，背部 た。検査は術前，術後 1週目より毎週 1回行った。
を可及的短く勢毛しグラウゼ氏法により皮膚移植を 実験成績
行った。皮弁の大さは凡そ 図1. 成績は表 1に示す如くであり，術後8週自に至り
4 x4cm2 とし，厚さは出 その平均値は術前値にまで回復してくる。この場合
血しない程度に血管層を基 特に皮弁の犬さと回復速度との聞には関係者認めな
底部に残して剥離し特に血 かった。なおかなりの例に於て抜糸後即ち術後 1週
管結殺を行わなかったげ〉。 以上を経過して壊死脱落を見たものがある。これら
皮膚移植にはすべて自家移 のものでは術後第 1週日の検査に当って皮内に注射
植を行い，図1の如く Aと することは困難であった。
B，CとDを交換し移植し 術後第 1週目においては肉眼的にも浮腫は明らか
た。 でありこの時期には吸収は即時に行われる。術後第 
移植皮弁は 0.5cmの間 2週日より術後第 4週自にかけては肉眼的には既に
隔にて結節縫合を行い術後 浮腫は認められないがなお吸収時間も高度に促進さ
6日自に抜糸し， その問ガ れ，大音[~分のものが 20 分以内に吸収されてし、る。
ーゼにて被覆するに留め 術後第 5週日より漸次吸収時間は遅延し，術後第 6
Tこ。 週自に至ると早い例では術前値に近づき初めるもの
検査方法は 0.85%生理的食塩水0.2ccを移植皮弁 を認め，術後第 7適自にはすべての例が 40分以上
皮内に注射しその殴収時間を測定した。測定に当つ となり術前備にまでは回復しないまでもE常機能に 
.、
〕、 
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表1. 皮膚膨疹吸収試験
巴 .0、
|懇|器|術前値|品種 術2週後間 私語!私語 私語|品種 術7週後間 術8週♂後間 
1 45 
2 49 
3 48 
4 34 
5 33 
6 30 
7 29 
8 44 
9 43 
10 40 
11 39 
12 38 
2x2 50' |れ0" 6' 20" 8'15グ 15' 201 20'15グ 
3.5x4 65' 3' 551 γ 15グ 9'05グ 6' 10" 19'20グ 
3.5x3.5 65' 3'40" 12'05" 12' 451 15' 05" 25' 35" 
4X4 58' 35グ 4' 35グ 15'25グ 15' 3511 18〆20" 24' 3011 
4X4 58' 3'40グ 15' 301 13/351 15' 10" 23' 15グ 
3.2x3.8 62' 10" γ35グ 12' 301 16' 19' 10グ 27' 30" 
4x4 61' 8'45グ 16'35" 22'40グ 29"15グ 38' 401 
4x4 60' 8' 35グ 13' 22" 15' 101 18'20" 23' 15" 
4X4 50' 13' 30グ 15' 10グ 29'18'" 32' 40" 33' 10" 
2X2 55ノ10グ 3ノ10グ 13' 15' 20グ 18'20グ 30' 40グ 
2x2 55' 4' 30グ 13'20グ 14'10グ 18ノ20" 31'191 
2x2 54〆 5'20グ 16' 16' 17ノ251 35' 201 
24'20グ 45'151 49'10il 
26' 15" 52' 101/ 63' 301 
35'40" 61' 20" 61' 
38' 30グ 56'20グ 57' 
23' 30" 48' 2011 55' 
32' 20" 55' 20" 60' 
45' 20グ 55〆10" 63' 201 
39' 20グ 52' 10" 59" . 
48' 101 49'20グ 50'20" 
41' 53' 10グ 51' 201 
45' 20" 50' 2011 53' 20" 
40ノ10グ 52'10グ 55' 
157' 48グ j 5' 521 113' 02" j15' 39" 118' 38グ1.27' 4411 13似 01 152' 35グ 156'30"
近いものとL、い得る。本試験に対して完全回復の時 のを常とする。
期は術後第 8週目である。 従って吸収時間も極端に短縮されている。ョ
小括 しかしながら局所に於ける血流，淋巴流の愛調， 
1932 Mc Clure∞等は初めて生理的食塩水吸収時 細胞及び皮下組織の障害はなお引続いて存在し組織
問を測定し浮腫及び浮腫傾向のある際に吸収時間は司細胞及び組織間隙に潜在性浮腫を招来すると共に， _"司匂
促進されることを認め，その原因を組繊細胞の水に，炎症症状の存続による組織透過性の充進(18)，移植皮
対する親和性にあると説明している。爾来多数の学 弁tこ於ける電解質の愛動(19)が相まって吸収時間は
者が各種疾病について本反応を追試するもなお本態 高度に促進し続けるものである。術後第 2週目より-
に関じては一致せる意見を認めない。諸家の研究よ 術後第 5週目まではこれらの原因により促進する時
り本反応の支配因子として考えられるものを挙げる 期である。本吸収試験による回復時期の判定区当っ
と， Friederbaum<均等は植物神経系機能と関係あ ては，家兎を用いての稲富(20)の実験に従い術前値と
るとし，西田(10)，Feldmannく11)等は酸塩基平衡障 の差が 5分以内となってくる時期を以って回復とし
害に原因を求め，橋本く1均等は以上の他に組織水分量 た。叉諸家による人体の正常値は 60...;..70分であり，
をその原因とし， Cohnく13)は下肢動脈結教家兎にお 40分以内に短縮するものを病的と考えているが，私
いて吸収時間が短縮することから血行障害をその原 の家兎i背都皮膚を用いての実験でも正常植は約 60 
w因と考えた。 Ap企elbaumU. Hainsworth(lりもこ 分であり，殆んど正常皮膚機能に近づいたと考えら
の説を肯定しているが GuggenheimerC15)は紺織間 れる時期，即ち術後第 7週自には全例が 40分以上
隙の構造愛化に基くものといい， Urbach(16)はこれ となっている。ほぼ人休に於けると同様の成績を得
ら構造斐化の他に皮膚の水分吸収能力の差が原因と て旬、る。 
なるとした。叉本反応による検索が組織透過性を暗 1. 皮膚メチレシプラウ穂色試験
示することは考えられるところであり，組織内に注 実験方法 
入された異物の拡散状態をも検索し得るものであ 4皮膚移相法は前実験と同様である。
るい7)0 検査方法は 0.002%メチレシプラウ生理的食塩水
移植皮弁について此試験を応用した文献は見当ら 溶液 0.05ccを移植皮弁皮内に注射L青色が脱色さ
なし、が，之によって移植皮弁に来る浮腫消退の時期 れ汚藍色の点となるに要する時聞を測定した。
を厳格に知ることができると考えられる。実験の結 本試験も術前，術後毎週行った。
果によれば皮膚移植術に伴う移植皮弁の浮腫は術後 実験成績
第 1週目を境として，肉眼的には証明し得なくなる 正常家兎に於ける褒動範囲については信議すべき
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表 2. メチレシプラウ拠色試験
予備実験
号事評I I
第 1日|わ日|第 3日
15 
室温I 260 
槌色時間I29'301，1 
I 
I 
300 
26'101，1 
J 300 
I26'40グ
室 温I 260 I 260 I 240 
19 
槌色時間 I24'40グ I29'30グ 126'50グ 
従って回復時期の判定に当つては，術前値との差が 
5分以内の菱動の時期を以って回復の時期と見倣し
た。
その成績は表 3の如くであり，術後第9週目より
第 10週自にかけて平均値はほぼ術前値に回復して
くる。
術後第 1週目より術後第2週自にかけては長時間
槌色せず，すべて 2時間以上を必要とする。術後第 
12 
14
温間一温問
時一時色一色
室徳一室槌
300 3週日より漸く判定し得る範囲内となってくるが，
20'15グ 2212Y 術後第6週日までは高度に延長されている。術後第 
26。 7週日に歪り初めて術前値に戻るものを認めるが，
なお平均値は術後第8週目までは中等度に遅延し，
術後第9週目にはほとんど正常機能に近づき，術後
25'10グ
文献が見当らないため，家兎4匹を用い目差を与え 第 10週自に至り完全に回復する。 なお本試験に於
て3日間の成績を検査し表2の如き成績を得た。こ ても前実験同様皮弁の大さによる回復時期の差は認、』
の結果同一家兎の背部皮膚に於ては室温をほぼ一定 められなかった。 
にすれば，その差は 5分以内にあることを知った。
表 3. メチレシプラウ拠色試験
|鶴|支弁il術前Mil術後!術後!術後|術後 l術後!術後|術後|術後 i術後|術後19週間16週間15週間2週間lif¥J1り(Nr.)1 (cm gj_ 週一 3週間 14 週間 17週間 18 週間明間fjJj
124' 20グ29'15引12820ノ '/10130'グ37' 20101/1138'グ141'30グ42'103x3 26' 40 30 
2 3.5x2 24'101/ 20 30 40'15グ 138' 201，1135' 20グ 130' 151，1135' 10グ 127ノ201/126' 23ノ20グ
3 20 4x3 24'101/ 20 20 40'201，1136'~5ul 30'15#1 34'151，1135'50#1 2れ 01，112れ V 24'20グ 
41 24 4x4 28' 20 20 67' 36'10グ 132'20グ 135'25グ 130'30グ 126'20グ 123'10グ 24' 
3x3 20 20 59' 20'1 59' 15グ 147ノ15"149' ~' 36' 1 4!128' 
202x3.5127'20U 2。 50'401，1153'20#150ノ151/148ノ201，1I38' 15#136' 20グ 136' 20' 31' 15// 
4x2 27'20グ 20 20 69'40グ 168' 39' 20'/1 38' 40' 30'25グ49'15グ 145'15グ 140' 15/I / 
8 3x 2.5130' 151，1 20 20 69'20'/1 58' 15グ 146ノ201/148'15#145'15#138'20グ 133' 20# 33' 
9 15 31' 20 20 70'10グ 165' 20' 29'40#/1 50' 15グ 155' 151，146' 20グ 142'25グ 132' 45/ 
10 16 20 20 50' 2511 48' 49ノ20/'148' 15'/1 42' 1oll 40' 30引 39'301 3' 
4l
4 円 20 8 q 20:;i二1 jγ川午LιιμE午も百日日?竺埋伊却 a Zγ:空¥J占叫竺イ心笠も引|医「竺川叫つ宵空r?1Tr1円午忙竺u;坦;割UJ乙:;L;i30 5'/11 
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メチレ yプラウが生体皮内に注射され槌色する機
転は生体の呼吸作用にその源を発するものである。
従って気象現象とか或は循環機能及び組織呼吸に影
響する因子，即ち組織 pH，ピタミシ， グノレタチオ 
Y，電解質等が直接或は間接に影響しでぐることは
当然である。 
1933 Peterson，Appelman(21)は人体表皮内にメ
チレシプラウを注射し表皮の酸化還元状態を観察し
た。石井(22)は家兎を用いて詳細なる実験を行いグソレ
タチオシ，アスコルビン酸の投与，紫外線照射，植
12 18 
ヮ “。。 円プ，zi 
 qLo 
31'45/ 
22'40'/ 
lmrl511仲間グi4MPi3VM3ダ判 31'37グi281Y 
物神経系機能，酸塩基平衡等の本拠色反応に対する
影響を考察し，奥原(23)等は家兎背部皮膚に於てレ
線照射・による影響を実験し，伊藤は特発性脱痘患者
について本試験を実施し，血行障害音ilにおいて拠色
時聞が延長することを認めている。その他多くの人
々によって皮膚機能検査のーっとして取りあげられ
てきている。
私は此検査を移;fi[{皮弁の機能検査に応用して見た
ものである。移相皮弁がE常皮膚機能を回復するた
‘めには全身的な影響は別としても，移縮皮弁の組織
細胞に於ける呼吸作用の正常化，即ち循環機能の回
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復，電解質分布の正常化，皮膚萎縮の回復が行われ 
rなければならなし、。今外界の条件を出来得る限り一
定にすることにより，その動揺を少くして回復を見
ると，術後第 1週目より術後第2週目にかけ7ては手
術傑作による循環機能障害をその主要原因とし浮
腫による組織細胞の障害，電解質の愛動によって著
しく遅延するものである。 
術後第3週目より術後第6週目までは，漸く循環
機能の修復改善を認めるもなお前実験により明らか
な如く，潜在性浮腫の存続等により拠色時間は高度
に遅延されるものである。
術後第7週日より術後第8週自にかけては血流の
回復，浮腫の減速後なを二次的に組織自身に於ける
皮膚萎縮の状態が酸化還元を中等度に障害し，前実
験に比較すると 1--2週間遅く，即ち術後第9週目
より正常状態に近づき術後第 10週自に移植皮弁は
完全に酸化還元能を回復するものである。
II. 血管拡張反応
実験方法
皮膚移植法は前述の通りである。
検査方法は 2%カフェイシ溶液 0.1ccを移植皮弁
皮内に注射し，生じた正疹全体が発赤充血するに要
する時間を測定した。
実験成績 
正常家兎背部皮膚に於ける斐動範囲については，
予備実験として家兎4匹を用い 3日間連続検査を行
い表4の如き成績を得た。この予備実験より同一家
兎背部皮膚については目差を与えても著しい~動を
認めず，その差は 30秒以内に留まることを知った。
ζれに基き回復時期は術前値との差が 30秒以内に
なる時期を以ってそれと認めた。
表 4. 血管拡張試験
予備実験
常:1第 1日|第 2日l第 3日
，----/ I 
44 6'25グ 6' 154' 6' 
49 5' 15" 5' 201/ 5〆 
43 4' 4ノ05グ 4' -
40 3'45グ 4' 4' 10" 
移植皮弁に於ける検査成績は表5の如くである。
術後第 1週自には皮膚色調は暗赤色を呈しているの
で判定することが困難であったため之を除外したq
術後第2週日.には充血に要する時間も相当に延長し
ているが，術後第3週目に入ると早いものは術前値
に回復している。しかし大部分のものは術後第4週
目に正常機能に近づき，術後第5適自に至って完全
に回復する。
表 5. 血管拡張試験
|藷引32|術前値|搬1醐|儲 私語|時|品種 
，同υ，  
8〆18ノ 6'10グ10'15"1 1 3x3 6'25" 計測し得ず 
5'20グ7' 5'3.5x4 5'15" 4'2 2 同 上 
戸 8' 20'1 5'40グ6'3 3 3x2.5 5' 15" 5' 40" 同 上 
4ノ 15"4'3x3 6'45" 4'50"4 4 4' 同 上 
4ノ 4' 40グ 4'40グ5 4x4 4' 4'5 同 J二 
5'15グ 4' 20グ6 6 3x4 4' 6 30" 4' 20" 同 上 
6'35グ4'7 3x4 4' 25" 7 4' 10" 4'同 上 
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1923 v. Grδer，Fr-Stutz，Hecht(幼は血管収縮
芯を諸種薬剤によ1;反応，血管拡張反応，淋巴惨出反
り検査し動的皮膚機能を測定し反応は局所の解剖組
織学的，生理学的状況により影響され，局所の血管
分布状態に依存し左右されることを認めた。以後多
数の学者により各種疾病に対し行われ，叉その検査'
方法も最初の乱切法から皮内注射法にと恋ってきて
いる。文献によればその判定に当って血液漏出の時 
聞を以って成績判定に資するものが多L、が，私の実 
l験では血液漏出を見ることは健常家兎に於ても不定
であったので，丘疹全体が発赤充血するに要する時
間を以って判定した。
移植皮弁に対する血管拡張反応の試みは寺崎(25)
によって行われ淋巴法出反/:D¥，血管収縮反応は判定
しにくいため，本反応のみを各種皮弁に応用してい
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る。寺崎は発赤時間並びに出血時間を測定して有茎
皮弁の移植時期の判定に役立つと結論してし、る。他 
方移植皮弁に於ける血管新生の問題をとりあげ形態
学的に追及したものはかなり多く， 1925 Davis<均
等は全層遊離皮弁に於ける血行回復について研究
し，その再生は皮弁の血管方向と周囲組織め血管方
向に関係すると考えた。叉 German<均等は犬によ
って有茎皮弁の血管新生を考究し，浜田(28)は家兎を
用いて詳細なる実験を行い，血管新生は新鮮創上移
植皮弁の方が肉芽創上移植皮弁に比して早く行わ
れ，術後2日目に既に開始され術後8日自に豊富に
なると述べている。
私の実験では移植に際し特に皮弁の方向に考慮を
払わなかった。術後第 1週間には移植皮弁は手術そ
の他による影響のため，暗赤色を帯びるもの多く判
定するを得なかった。術後第2週自には浮腫状態な
お強<，血管新生は盛んになり初めるもなお局所に
於ける血流は障害されているものである。術後第3
週自には既に術前値に回復するものも現われ，この
時期に入ると循還機能は正常化への第一歩を踏み出
すものである。術後第5週自には術前値との差が 30
秒以内となり完全に回復したものと考えるo 前述の
実験成績に比すれば本試験に対する回復は逼に早
く， .血管新生が新鮮創に於ては早期に行われるとい
う浜田の実験成績を裏書するものである。ただ移;ffili:
皮弁に於ける血管拡張反応は単に血管新生に基くの
みでなく局所に於ける血流の増加，組織障害の程度
により影響されるため，本反応に対する完全回復の
時期は血管新生の時期より 1---2週間遅れてくるも
のと考えるの
lV. 毛髪成長試験
(1)毛髪の太さ

実験方法 

移植方法は前実験に準拠せるも，ただ移植術を行
った時期は 10月以降の毛斐り期以後であり，勢毛
に際しては出来得る限り短くしかも皮膚を傷けない
よう注意を払った。
検査方法は移植皮弁の周辺部を避けて中央部より
毛髪を根部にて勢除し，そのうち比較的太いもの 10
本を選び，その太さを Mikrometerを用いて測定
した。 10本の平均値をとり皮弁の毛髪の太さとし
た。
実験成績
正常皮膚に於ても同様に欝毛し，その部より毎週
毛髪を勢除して移植皮弁に於けるものと比較対照し
た。正常皮膚に於ける成績は表 6，移植皮弁に於け
る成績は表 7の如くであり，両者の各週毎の太さ増
加の割合を図示すると図 2の如くなる。正常皮膚に
於ける毎週の太さ増加の割合は勢毛後第4週自まで・
はほぼ一定の割合を保つが，第5週自に至り上昇し
て最高値を示し，第6週目よりは漸次下降する傾向
にある。これに対し移植皮弁に於ては術後第2週日
には寧ろ前週より減少しているが，術後第3週日ょ
り術後第4週日にかけて著しい上昇を示し最高値を
とるに至る。而してこの時期に於ける増加の割合は
正常皮膚を痘かに上廻っているが，術後第5週目ょ
りは下降し初めてくる。その下降の割合は正常皮膚
に比較すると緩かであり，両者の平均は次第に接近
表 6. 毛髪成長試験〈正常皮膚に於ける径の増大〉
一一|骨折帯魔富曙富|輪|輪|踊|酪|輪
 
1 51 73.2 80.2 93.4 95.6 95.055.0 56.1 72.3 
2 52 88.3 .49.6 82~7 83.8 94.669.5 79.1 94.4 
3 53 81.6 85.6 88.3 98.268.2 66.8 70.6 71.7 
4 54 '78.3 64.5 86.1 92.5 92.841.4 58.0 62.1 
5 55 72.1 74.3 84.939.0 53.6 67.3 73.5 84.8 
92.3 94.76 56 92.8 91.644.5 46.6 70.6 76.3 
83.1 91.357 91.3 48.2 77.8 86.57 46.1 58.8 
8 53.6 65.3 70.558 64.3 59.6 70.562.1 71.0 
74.0‘9 80.3 54.4 69.1 83.259 52.2 63.6 &4.9 
10 60 82.9 68.0 64.0 62.4 85.7 98.361.6 99.2 
11 61 83.183.3 56.0 57.3 48.8 92.745.8 91.5 
12 62 86.7 51. 53.2 73.4 82.1 97.356.8 98.0 
平均 I I 81.25 I 52.11 
8 
l57.57 Iω2.j 70.471ω3 I .89.65 I 91.32 
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表 7. 毛髪成長試験(移植皮膚に於ける径の増大〉
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図2. 正常皮膚及び移植皮膚に於ける
各週毎の径増加
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してくる。毛髪の太さそのものについて見ると正常
皮膚に於ては諮毛後第5週間にして正常値を越え，
移植皮弁に於ては術後第7週目に至り漸く術前値を
越える。
(2)毛髪の長さ

実験方法 

前実験に際し勢除せる毛髪 10本を用いその長さ
を測定し平均値を取ーった。長さの測定に当り 1mm
以下の場合は Mikrometerを用いた。
実験成績
前実験と同様その成績は正常皮膚に於けるものと
比較対照した。正常皮膚の各週毎の長さは表 8，移
植皮弁に於けるものは表9の知くである。両者に於
ける各週毎の成長の割合を図示すると図 3の如くな
る。
第 2週日より第 3週日にかけては両者ともほとん
ど同ーの成長の割合を示すが，ただ術後第2週自に
於て移植皮弁のものは前週より長さが減少している
のを認める。正常皮膚に於ては萄毛後第4週目より
第 5週目にかけて成長の割合は最高となり，以後急
激な下降を示している。移植皮弁に於ては術後第4
以後正常皮膚と反対に軽度の上昇を示しながら術後
第 6適目より術後第7週に及んでいる。
その長さは正常皮膚に於ては欝毛後第5週目より 
20mmを越えてくるのに対し，移植皮弁のものは術
後第7週自に 20mmを越えてくる。 この場合前実
験と，異り周囲皮膚に於ける正常毛髪の長さを越える
が如き過剰な成長は認められなかった。
小括
毛髪の成長に関しても種種なる因子が作用するこ
とは勿論であり，人体に於ける毛髪の生理的意義は
少くなってはし、るものの毛髪の成長速度を知ること
は臨床的にも大きな意義があり，皮膚機能回復の速
度を直接に記録するものであるといわれている仰〉。
従って毛髪の成長速度に関しては従来より多くの研 
表 8. 毛髪成長試験
〈正常皮膚に於ける長さの増加〉 
1.21 
1.73 
1.13 
0.70 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
51 
52 
53 
54 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
0.91 
0.90 
0.68 
0.73 
1.62 
0.36 
1.10 
3.10 
1.58 
1.58 
0.64 
0.85 
週自に最高を示し術後第5週自に一時下降するが， ~I 
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表 9. 毛髪成長試験(移植皮膚に於ける長さの増加〉
術 間7週後私語|儲|時|儲|品種12|鵠一出土 
5.801.17 0.68 11.00 13.604X4 8.20 23.00591 
6.200.54 0.64 12.60 18.80 19.204x4 25.60592 
0;74 12.40 12.60 18.800.71 72062 4X3 21.203 
0.80 0.70 14.60 22.2062 4x3 16.40 24.404 25‘60 
4.404x2 0.55 0.62 11.6058 9.20 17.00 23.805 
0.84 0.74 7.20 14.804X2 11.60 18.80 25.00586 
0.51 0.43 1.80 14.20 15.00 16.80 21.2061 4x37 
1.20 13.00 20.20 22.401.00 0.78 6.404x460 --r 五8 r I0.76 I0.66 I可い1.37 j14.87-r1司一以
図3. 正常皮膚及び移植皮膚に於ける り，成長の割合は逆にやや上昇してくる。太さ及び
各週毎の長さの増加 長さは術後第 7週自にほぼ正常値となり，以後成長
停止期までは一定の割合にて成長するものと考えら
。ー~ìE17;皮満
れる。
・---e移楠政刷
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 皮膚移植術に伴う種種なる刺激は初期に於ては成
長抑制的に作用するが，以後は緩徐な刺激を移植皮
.グ¥、"I:l.._-----:r.ーァー一一一一一ー司自¥子アιー キ=τ55221沼 弁に対して与え続けるものである。
2w 310 4w 5w 6w 7w 
究が行われ，香取(30)，Bul1iard(31)は毛髪は発生し
てより成長停止期までは全く同ーの率で成長するこー
とを認め，大矢く311)は剃毛，切断等の機械的操作及び
充血刺激性の薬剤使用は，その太きの増加にはある
程度の影響を与えるが成長速度には余り影響しない
と述べている。 1953Ho妊{めは皮膚移植の観察なる
論文中に腹部より手背に移植せる皮弁に於て周囲に
於けると同様の毛髪が，而も調密に発生した事実を
認めている。
局所刺激による毛髪の過生は移植皮弁に於て我々
が日常しばしば経験するところである。
家兎を用いての私の実験では移栢皮弁に於ける毛
髪の太さ及び長さの増加の割合は術後第4週目に最
高を示してし、る。その割合は正常皮膚と比較して太
さ増加の割合は高く，長さ増加の割合は低くなって
いる。術後第 2週自にはその太さ及び長さは何づれ
も前週に劣り，この時期には手術侵襲による機減的
刺激は刺激の闘を越えて寧ろ障害となってし、る。術
後第5週目には両者とも下降を初め刺激状態より脱
却し初める時期と思われる。術後第6週目より術後
第 7週自にかけて太さ増加の割合は下降の一途を辿
以上の私の実験に於ても大矢のいう知くその太さ
は術前値を越える値を示すが，その長さは過剰な増
加を認め・なかった。 
総括及び者持
実験的に移植皮弁にづいて種種皮膚機能検査を試
みたが肉眼的に正常に見える皮膚でありながら，な
お術後第8週目より術後第 10週目までは完全に皮
膚機能を有していないことを知った。移植皮弁の皮
膚機能回復を遅延させる原因としては先ず第一に手
術侵襲に基く循環障害が挙げられるが，更に引続い
て移植皮弁及び周囲組織の組織細胞及び組織間隙に
三次的の菱化を残し電解質分布の異常，組織透過性
の~動を来していることによる。本実験では皮膚移
舶はすべて新鮮創上に試みたものであり，臨床的に
移植母床及び周囲組織に障害のあるものでは更に皮
腐機能回復の遅れることは当然である。
以上の結果を綜合的に観察すると，術後第 1週目
より術後第2週自にかけては手術侵襲或は手術に伴
う種種の障害，即ち皮膚縫合の程度，術後出血の知
何，圧迫包帯等は循環障害を助長し，叉移植皮弁た
於ける炎症症状による組織透過性の増強，電解質の
分布異常は浮腫を惹起しすべての皮膚機能は全く療
絶された状態にある。何麦第3週目に入ると血管拡
張反応の回復により明らかな如く血管新生は完成
し，肉眼的に浮腫は認められなくなると同時に毛髪
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の成長に対する影響も抑制の時期を過ぎて成長促進
の時期に入る。即ちこめ時期を境としてすべての皮
膚機能は回復の端緒につくものである。しかしなが
ら皮膚膨疹吸収時間，メチレシプラウ槌色時聞はな
おかなり遅延し，移植皮弁の組織細胞及び組織間隙
の構造菱化は高度なるを思わせる.。
術後第4週自に入ると毛髪の太さ及び長さ増加の
割合は最高となり，この時期は毛髪に対する刺激の
最も著しい時期と考えられる。
術後第5週目より術後第 6週目にかけて血管拡張
反応は完全に回復し，局所の血流も正常状態となる
と共に潜在性浮腫も消退L初め〆組織透過性も正常
化さかてくる。即ちこの時期にスると皮膚膨疹吸収 
時間共著しく短縮されるが，毛髪の太さ増加の割合
って障害され，メチレ y プラウ健色時間はなお延長
している。この時期には皮膚膨疹吸収時間も完全に
回復し，毛髪の太さは術前値を凌駕し，長さはほぼ
正常になってくる。
術後第 9週目より術後第 10週自にかけては，メ
チレ yプラウ銀色時間も正常値となり，ここに至つ
て移植皮弁に於ける皮膚機能は完全に回復するもの
である。
我々が臨床的に皮膚移植術を行うに当って〆術後
第 2週目までの移植皮弁は完全に病的状態にあると
いうべきであり，この時期まではすべての術後処置
に対して万全の注意を払わねばならなし、。叉術後第
3週目より第 8週日までの時期は外界よりの軽小な
刺激によってさへ容易に病的状態になり得る時期で
は漸次下降し，長さ増加の割合は一旦下降して再び・ある。
軽度の上昇を示す。
術後第7週日より術後第 8週自にかけては血行固
復，浮腫消退後に引続いて移植皮弁に於ける皮膚萎 
縮の状態が残る時期であり，酸化還元能はそれによ
臨床的に知覚回復が 60目前後で初められること
と考え合わせ少くも術後 10週間，即ち新鮮創上移
M皮弁に於て完全に機能を回復する期間は，後療法
を実施する上に注意を必要とするものと考える。
結 論
白色成熟家兎の背部皮膚にグラウゼ民法により自家移植を行い，皮膚膨疹吸収時間，メチレ
ンフやラウ拠色時間，血管拡張反応，毛髪成長を時日を追って毎週検査を行い次の結論を得た。 
(1) 移植皮弁に於ける皮膚膨疹吸収試験は術後第 8週自に完全に回復する。即ち移植皮弁
に於ける浮腫はこの時期に消退し，電解質の分布も正常となり，組織透過性も正常となるO 
(2) 移植皮弁のメチレンフ尋ラウ槌色反応の回復は最も遅く術後第 10週自に至って完全と
なるO 浮腫消失後に於ける移植皮膚の萎縮状態が原因となると考えられるO 
(3) 血管拡張反応は術後第 5週自に完全に回復し，移植皮弁に於ける血管新生，血流の正
常化は最も早く行われる。 
(4) 毛髪の太さ及び長さ増加の割合は術後第 4週日を最高とし，術後第 7週に至って完全
に回復する旨移植皮弁に於て毛髪の太さは術前値を越えるが特に長さの過剰は認められなし、。 
(5) 移植皮弁に於てすべての皮膚機能は術後 10週間にて回復するが，この期間は後療法
を行うに当って無用の障害を与えぬよう注意すべきであるO
稿を終るに臨み御懇篤なる御指導と御校闘を賜わったJ恩師鈴木五郎教援並び
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30) Bulliard: Zbl.Hautkrkh.，10，243，1923. 

31)香取五倫: 岡山医誌， 46，3053，昭4.
 
32)大矢正己: 臨皮泌， .8，543;昭29.
 
33) Hoff: (5) 

34)遠藤盆市:大阪医誌， 28，2109; 28，2140， 

1929. 

35)後藤甫:皮と泌尿， 14，53，昭27;15，620， 

昭28.
 
36)二神義清: 皮と泌， 8，71，昭15，

長崎医誌， 19，398，昭16.
 
37)山本清:臨皮泌， 4 183; 4，227，昭25.
 
38)内藤ー男: 日整会誌， 24， (会〉昭 25.
 
39)岩呆崇z 日整会誌， 29，288，昭30.
 
